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五堰でまちは潤う：
400年の歴史ある山形五堰 市内を網状に用水が流れる

◆市内を網の⽬に流れる⼭形五堰
400年も前から⼭形市内を潤して、農業⽤⽔、⽣活⽤⽔、⼯業⽤⽔などに使われ

ていた⼭形五堰ですが、1985年には、5か所の取⽔⼝を統合して⾺⾒ケ崎合⼝頭⾸
⼯として整備されました。江⼾時代から、⾼低差60mの傾斜地に城下町が広がり、
⻄側の低い場所に城が築かれていました。
◆９⽉中ごろ芋煮会でにぎわう
⾺⾒ヶ崎川は市街地近くでは地下浸透して伏流⽔となるため、平常時は⽔量がや

や少なく、親⽔的な利⽤に向いています。秋には直径6.5ｍの⼤鍋を囲んで、河川
敷で市⺠総出の芋煮会が催されます。
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